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幕張新都心は、幕張メッセをはじめ、業務研究ビルや住宅地区（幕張ベイ
タウンなど）、教育・研究施設、ホテル・商業施設など、「職・住・学・遊」の様々
な機能が集積する国際性豊かなまちとして、日々躍動し、発展しています。

ＪＲ海浜幕張駅　リニューアル後の外観イメージ

幕張新都心へ来ていただいた
方の利便性の向上を図るため
に、公衆無線ＬＡＮの環境整
備について調査を実施します。

21 万 m² の敷地に「国際展示場」
「国際会議場」「幕張イベントホール」
の 3 施設で構成される国内有数の
複合コンベンション施設。
１年を通じて様々なイベントや国際
会議などが開催されています。

平成 24 年度から幕張の浜に会場を移して開催してい
る市民花火大会「幕張ビーチ花火フェスタ」。
打ち上げ総数 12,000 発。水上花火や音楽花火など
趣向を凝らしています。
平成 25 年度は 8 月 3 日に開催予定。早くも幕張の夏
の風物詩に！

業務研究地区には、国内外を
代表する企業が数多く立地して
います。
さらなる企業立地を促進するた
め、平成 24 年度に企業立地促
進補助制度がパワーアップ！
全国トップクラスの充実した支
援メニューにより、外資系企業
を含め、さまざまな企業の進出
を強力に支援します。

国際化にも対応した新しい住宅エリア「若葉住
宅地区」を整備中！
計画居住人口：約 10,000 人
計画住宅戸数： 約 4,000 戸

幕張新都心の表玄関である、ＪＲ海浜幕張駅の 
リニューアル工事が進行中！
商業エリアの面積が約２倍に。
太陽光パネルの設置など、「エコステ」モデル駅と
して生まれかわります。
平成 25 年秋頃に完了する予定です。

平成 7 年に街開きした「幕張ベイタウン」。ヨーロッパ風の街
並み、沿道型建築で建物の低層階に商店街などを配置し、
中央には中庭を配置した建物というデザインコンセプト。建
物と街路を一体的にデザインした電柱のないすっきりとした
景観や広い歩道を有し、市民の憩い・コミュニティ空間とし
て個性豊かな公園を有するなど、高い人気を博しています。

平成 23 年度末時点 8,592 戸（約 23,600 人）が居住。
全体の計画住宅戸数は、約 9,400 戸（約 26,000 人）です。

 ３月　千葉ロッテマリーンズ公式戦
 　　　スタート（QVC マリンフィールド）

 ４月　QVC ジャパン新社屋オープン
 　　　ニコニコ超会議２

 ５月　〝どきどき〟フリーマーケット

 ７月　ワンダーフェスティバル [ 夏 ]
 　　　～“造形”がテーマのイベント～
 　　　からだのひみつ大冒険
 　　　～夏休みのファミリーイベント～

 ８月　幕張ビーチ花火フェスタ（幕張の浜）
 　　　サマーソニック

 ９月　東京ゲームショウ

10月　CEATEC　JAPAN
　　　　～映像・情報・通信の国際展示会～

11月　CYCLE　MODE　international

12月　セミコン・ジャパン
 　　　～半導体製造装置・材料の
 　　　　　　　　　　　　　 国際展示会～
 　　　イオンモール幕張新都心オープン

 １月　東京オートサロン with　NAPAC
 　　　～チューニングカーの祭典～

 ２月　ワンダーフェスティバル [ 冬 ]　

 ３月　FOODEX　JAPAN
 　　　～第 39 回国際食品・飲料展～　

※開催場所の表記のないイベントは幕張メッセ開催

幕張新都心
イベント・カレンダー
EVENT CALENDER 2013〜2014

拡大地区では、イオンモール
（株）が、総合スーパー、子
どもを中心としたテーマパー
ク、スポーツ施設、映画館、
劇場などを核に、「夢中品質

（夢中になれるコト）」を提供
する専門店を集積させた、イ
オンのフラッグシップモール

（旗艦店）「イオンモール幕張
新都心」を、平成 25 年 12
月中に開業する予定です。

平成 25 年 4 月に㈱ QVC ジャパン
の新社屋（地下１階、地上７階建の
本社ビル）がオープン。
社屋内スタジオから通販番組を全国
に 24 時間生放送しています。
千葉市の企業立地補助制度の対象
事業です。

幕張ベイタウンと幕張海浜公園を結ぶ「シーサ
イドデッキ」が完成！
千葉市都市文化賞 2012（景観部門）を受賞。

QVC マリンフィールド

イメージパース

幕張海浜公園（見浜園） 人工海浜（いなげの浜〜幕張の浜）
新社屋外観

整備予定地

シーサイドデッキ

ニコニコ超会議 CEATEC JAPAN

サマーソニック

幕 張 新 都 心
◆◆◆ MAKUHARI ◆◆◆

−特 集−

2. 幕張メッセ 
　　〜多彩なイベント開催中〜

1. イオンモール幕張新都心 
　　〜平成 25 年 12 月中オープン予定〜

3. 幕張ビーチ花火フェスタ 
　　　〜新たな夏の風物詩〜

4. ㈱ QVC ジャパン 
　　〜新社屋がオープン〜

5. シーサイドデッキ 
　　

9. 企業立地補助制度パワーアップ 
　　

7. 若葉住宅地区 
　　

8. JR海浜幕張駅リニューアル 
　　

6. 幕張ベイタウン 　　
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アクセス
　　　　電車で
　　　　・JR京葉線海浜幕張駅（最寄り駅）　　　
　　　　・JR総武線幕張本郷駅からバスに乗り換え
　
　　　　車で
　　　　・東関東自動車道（湾岸習志野IC、湾岸千葉IC）
　　　　・京葉道路（幕張IC、武石IC）

　　　　リムジンバスで
　　　　・羽田・成田空港から、幕張新都心を経由する
　　　　　リムジンバスがあります

基本データ
　● 計画面積　　　522.2ha
　● 計画就業人口　約 15 万人
　● 計画居住人口　約 3 万 6 千人

公衆無線 LAN

業務研究地区

千葉市は、プロ野球 千葉ロッテ
マリーンズのホームタウンです。
日本一に向け、みんなで応援 
しましょう！ 幕張ベイタウン

1 2



まちづくりの方向性１
　豊かな緑と水辺を活かした、自然とともに生きるまちへ

・いなげ・検見川・幕張の３つの人工海
浜の総延長（4.3km）は日本一です！
・いなげの浜は、モナコ公国のモンテカ
ルロ・ラルポット海岸に次いでつくられ
た、世界で２番目の人工海浜です！
・検見川の浜は首都圏有数のウインド
サーフィンのメッカです！
・人工海浜からは、海ほたるや富士山に
沈む夕日（ダイヤモンド富士）、東京ス
カイツリーが一望できます！

 海辺エリアの活性化
本市の海辺（稲毛・幕張の海浜公園及びいなげ・検見川・幕
張の人工海浜）の魅力をさらに高めるため、千葉県と連携し
て一体的な活用を図り、さらなるにぎわいを創出します。

● 民間資金やノウハウを活かした活性化施  
　設の整備・運営
● 魅力あるイベントなどのソフト事業の展開

Menu

 ■ココに注目！

千葉市の海辺を『ワクワク・ドキドキ』が
止まらないエリアに変えていきます。

■＜担当課＞　緑政課　☎ 043-245-5774

 谷津田の保全と活用
本市の原風景であり、さまざまな生き物が生息・生育する谷津田の自然を保
全・再生するため、保全区域を指定して、市民の皆様の協力をいただきなが
ら保全を進めていきます。

● 谷津田保全協定の締結（平成 25 年度は３ha）
● ＮＰＯやボランティア団体等への活動支援

Menu

■＜担当課＞　環境保全課　自然保護対策室　☎ 043-245-5195

 ■ココに注目！
伝統的な農林業によって維持されてきた谷津田の豊かな自
然は、未来の世代に引き継ぐべき私たちの貴重な財産です。
ともに、保全を進めましょう！

大草谷津田いきものの里

人工海浜

1. 千葉駅西口再開発

2. JR 千葉駅の建替え

3. 千葉中央港旅客船さん橋の整備

4. 蘇我スポーツ公園の整備

千葉都心・蘇我副都心　  ◆◆◆ CHIBA・SOGA ◆◆◆

再開発ビル（WESTRIO）

◀コンコース
　（改札外）

平成25年秋、JR千葉駅西口に再開発ビル
「WESTRIO（ウェストリオ）」が完成します。
レストラン、カフェ、ショップ、ホテル、オフィ
ス等が入居予定で、新たなにぎわいを創りだ
します。
また、バスやタクシーが乗り入れる駅前広場
も整備します。

東日本旅客鉄道株式会社（JR 東日本）は、
千葉駅の駅舎 ･ 駅ビル本館（ペリエ 1）の建
替え工事を行っています。千葉の玄関口とし
てふさわしいターミナル駅に生まれ変わりま
す。
また、JR 駅舎（３階）から千葉都市モノレー
ル（改札階）に直接つながり、乗り換えの利
便性が格段に向上します。 ［整備スケジュール］

・平成 28 年夏頃　新駅舎開業
・平成 29 年春頃　エキナカ全面開業
・平成 30 年春頃　駅ビル全面開業

● 中心市街地の緑化の推進
　屋上・壁面緑化に要する費用の一部を助成
● 市の花オオガハスの系統保存
● 花いっぱい地域活動の推進
　 地域で花壇づくりに取り組んでいる団体に花苗や種子を助成
● 緑と花の地域リーダー養成
● 緑と花のコンテストの実施
　花壇コンクール
　中央公園コンテナガーデンコンテスト

Menu

 ■ココに注目！

市民の皆様の参加により、まちなかに緑や花があふれ、心安
らぐ街並みがつくられていきます。

緑と花の地域リー
ダー養成講座を受
講し、緑と花の地域
リーダーとなった
方々が、市内各地で
花いっぱい地域活
動に励み、まちに花
の輪が広がってき
ています。
緑と花の地域リー
ダーは、平成 25 年
3 月 末 時 点 で 144
名です。

緑と花の地域リーダー養成講座
11 期生の地域活動風景

 緑と花のあふれるまちづくり 日々の生活の中でより身近に緑が感じられ、四季折々の花が楽しめ
るような、緑と花のあふれるまちづくりを進めています。

■＜担当課＞　緑政課　☎ 043-245-5775

※担当課は、平成 25 年 4 月 1 日時点です。

25 か所の谷津田等を保全
区域に指定しています。
谷津田には、ニホンアカ 
ガエルやヘイケボタル、リ
ンドウなど千葉市レッド
リストで「最重要保護生
物」となっている希少な動
植物が数多く生息・生育
しています。

〜千葉港を起点とした旅客船の運航実験〜
千葉港と伊豆大島を高速ジェット船で結ぶクルー
ズや工場夜景見学クルーズなどを試験的に運航し
ており、多くの方々に乗船いただいています。

千葉都市モノレールとの接続部

工場夜景

フクダ電子アリーナ

クルーズ船イメージパース

駅前広場完成予想図
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千葉都心位置図
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蘇我副都心位置図

千葉みなと駅前の千葉中央港地区に、にぎ
わいのあるウォーターフロント空間を創出す
るため、旅客船さん橋（2 基）、緑地、公園
などを整備しています。
平成 25 年度も引き続き整備を進めるととも
に、旅客船の運航実験を行います。

市民の皆様がスポーツを「する」「ふれあう」「観
る」ための公園として、また、災害時には防
災の拠点として活用される運動公園を整備し
ます。
全体計画 46ha のうち、ジェフユナイテッド
千葉のホームスタジアムであるフクダ電子ア
リーナをはじめ、フクダ電子ヒルスコート（テ
ニス）、フクダ電子スクエアなど 25ha が整
備済みで、今後、スポーツやレクリエーショ
ンを楽しむことができるグラウンドや広場の
整備を進めます。

サッカーやラグビーなどが行える「第１多目的
グラウンド（仮称）」は、平成 26 年 4 月の供
用開始を予定しています。

千葉市は、Ｊリーグ ジェフユナイテッド
千葉のホームタウンです。
Ｊ１昇格へ、みんなで応援しましょう！

旅客船さん橋
　　　予定地

蘇我スポーツ公園整備イメージ図
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● 私立幼稚園就園奨励費補助の拡充
● 私立幼稚園長時間預かり保育の拡充

Menu
 ■ココに注目！

補助の拡充により、保護者負担の軽減を
図るとともに、長時間預かり保育実施園
を 15 園から 20 園に拡充し、子育てを支
援します。

● 保育所の整備（定員 330 名増）
　幼稚園型 1 か所、定員変更 2 か所、分園 2 か所、小規模新設 6 か所
● 先取りプロジェクト認定保育施設の拡充（7 か所増）
● 保育ルームの拡充（5 か所増）
● グループ型小規模保育施設の拡充（2 か所増）
● 多様な保育需要への対応
　一時預かり 5 か所増、特定保育 2 か所増、病児・病後児保育 1 か所増、
　休日保育 1 か所増、障害児保育 7 か所増、延長保育 7 か所増

Menu

 ■ココに注目！
より質の高い子育て ･ 保育サービスを拡充することで、子どもたちの健や
かな育ちと、保護者の安心 ･ 安全な子育て、仕事と子育ての両立を支援す
る環境を整えます。

● 救急処置棟の整備（青葉病院）
● リニアック棟の整備（海浜病院）
　※ リニアックとは、放射線を当てて、がんの治療をする機器です。

Menu

 ■ココに注目！
青葉病院の救急処置棟を整備（平成 26 年度完成予定）し、可能な限り入院が必要
な救急患者を受け入れます。海浜病院のリニアック棟の整備（平成 26 年 4 月より 
治療開始予定）で、放射線治療体制を整え、手術・抗がん剤治療と組み合わせたが
ん治療（集学的がん治療）ができる診療体制をつくります。

まちづくりの方向性２
　支えあいがやすらぎを生む、あたたかなまちへ

 多様な保育サービスの提供
待機児童の解消や働き方の多様化などに対応するため、
利用者のニーズを踏まえた、多様な保育サービスを提供
します。

地球温暖化の防止やエネルギーの安全で安定的な供給につながる太陽光や
太陽熱、地中熱、コージェネレーションなどの再生可能エネルギーや省エ
ネルギー機器の導入を推進します。

● 住宅用太陽光発電設備設置費助成（個人向け 700 件／管理組合向け 1 件）
　※助成額：3 万円 /kW、市内業者活用時は 4 万円 /kW
● 住宅用太陽熱利用給湯システム設置費助成（30 件）
● 公共施設への太陽光発電設備の導入
● メガソーラーの導入
● 未利用エネルギーの活用促進
● 公共施設への LED 照明導入

Menu

 ■ココに注目！
個人向け住宅用太陽光発電設備設置への
助成枠を平成 24 年度の 500 件から 700
件に拡充します！

 再生可能エネルギーの活用

■＜担当課＞　環境保全課　☎ 043-245-5199

個人住宅での再生可能エネルギーの導入例

太陽光発電設備の設置費助成件数の推移（単位：件）

ＰＭ２．５の大きさ概念図

赤 潮　　　　　　　 　  　　　 　青 潮

 PM2.5 の測定・分析

 高度処理施設の整備

ＰＭ 2.5（微小粒子状物質）は、大気中を浮遊している粒径 2.5 μ m 以下
の微粒子で、健康への影響が大きいと考えられています。本市では、9 地点
で測定を行っており、平成 25 年度から成分分析を行います。

東京湾の水質保全と良好な水環境を目指し、浄化センターにおいて
高度処理施設の整備を進めます。

● 測定（常時監視）９地点
● 成分分析　１地点

高度処理施設の整備
● 中央浄化センター（美浜区新港）
● 南部浄化センター（中央区村田町）

Menu

Menu

 ■ココに注目！

 ■ココに注目！

ＰＭ２．５の測定結果は、市ホームページで公表しています。

東京湾で発生する赤潮・青潮を抑えるため、生活排水
に含まれる窒素・リンをさらに除去します。

■＜担当課＞　環境規制課　☎ 043-245-5189

■＜担当課＞　下水道施設建設課　☎ 043-245-5443

■＜担当課＞　廃棄物対策課　☎ 043-245-5067 / 収集業務課　☎ 043-245-5246

ごみ分別スクール

● 家庭ごみ手数料徴収制度の導入
● ごみ減量のための「ちばルール」の推進
● ３Ｒ教育・学習の推進
● 生ごみ等の減量・再資源化の推進
● 古紙・布類の再資源化の推進
● ごみの分別・排出ルールの遵守・指導徹底

Menu

 ■ココに注目！
平成 26 年２月から、家庭ごみの削減や再資源化の推進、ごみ処理にかかる
費用を公平に負担していただくことを目的に、手数料徴収制度を導入します。

【対象とするごみ】可燃ごみ・不燃ごみ　【手数料額】新指定袋１ℓあたり 0.8 円

・ごみ分別スクール　114 小学校で実施予定
・段ボールコンポスト製作講習会　12 か所
で実施予定
・小学生によるゴミ出しチェック隊「ヘラ
ソーズ」300 名参加
・ちばルール協定締結事業者　55 事業者
（平成 24 年度末）

（環境基準）
年平均値　15 μ g/m3 以下　かつ
１日平均値　35 μ g/m3 以下

 ごみ減量・再資源化の推進 循環型社会の実現に向け、一般廃棄物（ごみ）処理基本計画に基づく各種施
策を実施し、さらなるごみの分別・再資源化に向けた取組みを積極的に推進
します。

■＜担当課＞　保育支援課　☎ 043-245-5105 / 保育運営課　☎ 043-245-5729

● 新世紀ちば健康プラン次期計画の策定 
● 食育推進計画の次期計画策定 
● がん検診の推進  
● 健康づくりの取組みに対する支援制度

Menu

 ■ココに注目！

市民一人ひとりが健康であると感じ、生涯を通じて主体
的に健康づくりに取り組むことで、みんなで支えあう地
域社会を育み、健康づくりの輪を広げていきます。
がんの早期発見・早期治療のため、がん検診等を定期的
に受けましょう！

◦ 平成 24 年度は食育月間に合わせて「食
育のつどい」を開催、市民 3,175 人の参
加がありました。食を通して、地域の健
康づくりの輪を広げる活動をしています。
◦ 自治会や自主グループ、事業所などが
行う健康づくりの取組みに対しポイント
を付与し、景品の授与や表彰などを行い
ます。また、個人の健康づくりを支援す
る新たな仕組みの構築に向けた調査・検
討を行います。

幼稚園では概ね平日の午前 9 時
から午後 2 時までの間、幼児教
育を実施していますが、長時間預
かり保育とは、それ以外の時間帯
及び年末年始を除く夏期などの長
期休業中に幼児を預かる制度で、 
時間は概ね、平日の午前 7 時半か
ら午後 6 時半までです。

■＜担当課＞　健康企画課　☎ 043-245-5204 / 健康支援課　☎ 043-238-9926

■＜担当課＞　病院局経営企画課　☎ 043-245-5744

■＜担当課＞　こども企画課　☎ 043-245-5659

 健康づくりの推進

 市立病院の改修・高度医療機器の整備

 幼稚園教育の充実

市民の健康づくりに対する意識は年々高まっており、疾病の予防に重点を置
いて、栄養や食生活の改善や運動習慣の定着、心の健康づくりなど、市民や
関係団体と市が一体となった健康づくりを進めます。 

良質な医療を提供するため、青葉・海浜病院において、計画的に設
備の新築・改修を行うとともに、高度医療機器を整備します。

幼稚園教育の充実と保護者の経済的負担の軽減を図るため、各種事
業を実施します。

食育のつどい

海浜病院

青葉病院

幼稚園の子どもたち
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● 割引施設数（スポーツ施設）17 施設　→　40 施設
● 割引内容　通常料金の２割引
● 対象年齢　満 65 歳以上

● 子どもルームの増設（2 か所）
● 子どもルームの施設改善（2 か所）

● 子育てリラックス館の増設（１か所増）
● 子育て支援コンシェルジュのモデル配置（２区）

● あんしんケアセンターの運営　24 か所
● 定期巡回・随時対応サービス及び複合型サービスの施設整備助成
  （各 2 か所）
● 地域見守り活動への助成　20 団体

● 介護予防に関する教室や相談等の開催
　（元気アップ教室、脳の健康教室など）
● 介護支援ボランティア制度の創設

● 「Link」（リンク）の運営
● 専門機関との連携（教育センター、こころの健康センター、公共職業安
定所、警察関係機関など）

Menu

Menu

Menu

Menu

Menu

 ■ココに注目！

 ■ココに注目！

 ■ココに注目！

 ■ココに注目！

 ■ココに注目！

放課後、子どもたちが楽しく、安心し
て過ごせるよう、123 か所（平成 24
年度末）のルームを運営しています。

若葉区の新しい子育てリラックス館は平成 25 年 12 月
にオープンの予定です。
また、子育て支援サービス全般に関する情報提供や相
談を総合的に行う子育て支援コンシェルジュを、中央
区役所と稲毛区役所にモデル配置します。

あんしんケアセンターでは、高齢者が住み慣れた地域で安心して生活が送れ
るよう、介護や福祉に関するさまざまな相談に応じるほか、権利擁護などの
支援を行っていますので、お気軽にご相談ください。
また、医療ニーズの高い高齢者の在宅生活を支えるため、定期巡回・随時対
応サービス及び複合型サービスを整備するととともに、ひとり暮らし高齢者
などが安心して暮らせるよう、地域で見守り活動を行う団体へ、初期費用を
助成します。

保健福祉センターやいきいきプラザなどで介護予防に関する教室や相談を実施
しています。また、特別養護老人ホームなどでボランティア活動を行うことで
ポイントが得られ、介護保険料等に交換（最大 5,000 円相当）できる「介護
支援ボランティア制度」を始めます。

「働くことが不安」、「家から出られない」、「学校に行けない」、「相談先がわか
らない」・・・こんなことでお悩みの方は・・・
ひとりで悩まないで！相談無料。まずはお電話を（050 - 3775 - 7007）
相談受付　月～金及び第 3 日曜日　9:00 ～ 17:00

・対象児童　 保護者が就労等により、昼間家庭に
いない、原則として小学校１年生か
ら 3 年生の児童

・開設時間　 
　通常授業日： 午後 1 時から午後 6 時まで（午後

7 時まで延長あり）
　　　土曜日：  午前 8 時 30 分から午後 4 時 30

分まで
長期休業期間： 午前 8 時から午後 6 時まで（午後

7 時まで延長あり）（土曜日を除く）

子 育 て リ ラ ッ ク ス
館は市内に 10 か所
（ 平 成 25 年 4 月 1
日時点）あります。
また、地域子育て支
援センター・子育て
支援館は市内に計 8
か所あります。

● グループホーム・ケアホームの新築・改修、運営費補助
● 地域活動支援センターの整備（1 か所）
● 短期入所施設の整備

Menu

 ■ココに注目！

障害福祉サービスの計画的な整備を推進し、障害のある人の地域生活支援の充実を図ります。

 子どもルームの整備・運営

 子育て支援の充実

 子ども・若者総合相談センター「Link」の運営

 高齢者の地域生活の支援

 介護予防と生きがいづくりの推進

 障害のある人への支援の充実

放課後児童の健全育成を図るため、子どもルームの運営・施設整備
を行います。

安心してこどもを産み、育てやすい環境をつくるため、子育て家庭
への支援を充実します。

ニートやひきこもり・不登校などの問題を抱える 30 歳代までの子ども・若者
とその保護者の相談に応じるワンストップ相談窓口「Link」を運営しています。

高齢者が住み慣れた地域で自分らしく生活を続けることができるよう、保健、医療、
介護、福祉などが連携し、必要に応じて適切なサービスを提供する体制を充実します。
また、ひとり暮らし高齢者等に対する地域の見守り支援を促進します。

高齢者が健康で自立した生活を続けられるよう、介護予防の取組みである
「いきいきあんしんプログラム」や、生きがいづくりの取組みを推進します。

障害のある人の地域での自立した生活や社会参加を促進するため、
グループホームなどの生活や活動の場の確保を進めます。

■＜担当課＞　健全育成課　☎ 043-245-5177

■＜担当課＞　保育支援課　☎ 043-245-5105

■＜担当課＞　健全育成課　☎ 043-245-5973 / 青少年サポートセンター西分室　☎ 043-277-0007

■＜担当課＞　高齢福祉課　☎ 043-245-5168 / 高齢施設課　☎ 043-245-5256

■＜担当課＞　高齢福祉課　☎ 043-245-5168 / 健康支援課　☎ 043-238-9926 / 介護保険課　☎ 043-245-5064

■＜担当課＞　障害企画課　☎ 043-245-5174　

子どもルーム

子育てリラックス館

元気アップ教室

● 高齢者福祉施設の整備助成（特別養護老人ホーム等）
● 介護職員初任者研修受講の支援（100 名）

Menu
 ■ココに注目！

入所希望者の多い特別養護老人ホームや小規模多機能型居宅介護事業所を整
備します。
また、介護施設などにおける人材を確保するため、介護職員初任者研修を修
了し、市内の施設で一定期間就労した方に対し、研修費用の一部を助成します。

 介護保険サービスの充実 介護サービスの基盤の充実を図るため、高齢者福祉施設の整備や、
介護人材の確保・定着に向けた取組みを進めます。

■＜担当課＞　高齢施設課　☎ 043-245-5256 / 介護保険課　☎ 043-245-5064 特別養護老人ホーム

Menu

 ■ココに注目！

高齢者の方々の健康づくりをバックアップします！

 高齢者割引施設の拡充 高齢者の健康づくりを促進するため、コミュニティセンター体育館
など、入場料が割引となるスポーツ施設を拡充します。

■＜担当課＞　高齢福祉課　☎ 043-245-5169
　

あんしんケアセンター

　

20 歳代・30 歳代の方からの相談も、
たくさんいただいています。

市内 24 か所に設置されている
あんしんケアセンターは地区
担当制です。

（対象施設）
花島公園体育館、千葉公園プール、
アクアリンクちばなど

元気アップ教室では、ストレッチや筋
力トレーニングのほか、栄養改善のア
ドバイス等を行っています。
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まちづくりの方向性 3
　豊かな心が育ち、新たな価値が生まれるまちへ

● 美浜区幸町、若葉区千城台、花見川区花見川の各地区の地元代表協議会による適正配置にかかる協議
● 統合の対象となる校舎の大規模改造工事
● 新宿中学校の増築

● スクールカウンセラーの増員（３人増）
● スクールソーシャルワーカーの新規配置（３行政区に１人）

● 小学生を対象に学習やスポーツ・文化芸術活動、地域住民との交流活動
などを実施

（プログラムの内容）
● 大学教授や研究者による講演
● 研究の進め方に関するセミナー
● 大学等研究機関、教育機関、科学館等での講義および実習
● 各自の取組みを発表する成果発表会

● こども・若者の力（ちから）フォーラム
● こども・若者の力（ちから）ワークショップ
● こどものまちＣＢＴ
● 子どもの職場探検＆ランチミーティング

● 実施学年：すべての小学校３年生、５年生及び中学校２年生
● 実施教科：小学校４教科（国語、社会、算数、理科）
　　　　　   中学校５教科（国語、社会、数学、理科、英語）

● 科学都市戦略事業方針の推進
● 科学フェスタ 2013 の開催

Menu

Menu

Menu

Menu

Menu

Menu

Menu

 ■ココに注目！

 ■ココに注目！

 ■ココに注目！

 ■ココに注目！

 ■ココに注目！

 ■ココに注目！

 ■ココに注目！

学校適正配置の推進により、平成 25 年 4 月には統合小学校 2 校及び統合中学校 1 校がスタートしました。

スクールカウンセラーは、臨床心理士などの資格を持つ心のケアを行う専門家です。
いじめや不登校などの悩みや不安をお持ちの児童生徒や保護者の皆様は、お気軽にご相談ください。

放課後子ども教室は、全ての市立小学校で実
施しています。
地域の皆様のご協力のもと、小学生の子ども
たちに、わくわく、どきどきの学び・体験・
交流活動が進行中！

研究に必要なスキルを学んだり、高度な科学・技術に直接触れたりな
ど、普段では体験することのできないカリキュラムを通じ、科学者に
なるための明確な目標を見つけることを目指します。

まちづくりは未来づくりであり、その主役は未来を担う子どもたちで
す。子どもたちが市民としての自覚や責任を持ち、自分たちの“まち”
の課題を見つけ出し、それを解決するためにまちづくりに参画してい
く取組みを進めています！

調査結果をもとに、児童生徒に必要な基礎的・基本的な知識・技能、思考力・判断力等を身につけさせるため、
より一層の授業の工夫改善に努めます。

例えば、敬老会や子ども会などで科学キットが
配られたり、「科学専門誌の売れ行きが日本一」
と言われるような、科学・技術が生活や文化に
根付いたまちを目指しています。

● 校舎の耐震補強工事
● 屋内運動場の耐震補強工事

Menu

 ■ココに注目！

市では、平成 26 年度までの完了を目標に、学校施設の耐震化に積極的に取り
組んでいます。

こどもの参画事業参加人数
平成 22 年度　258 人
平成 23 年度　279 名

放課後子ども教室は、地域
の方々や保護者、高校生
や大学生のボランティアな
ど、総勢 5,000 名の市民
の皆様の協力により運営し
ています。

市ホームページにおいて、調査結果の概要
を公表する予定です。

本市には、放射線医学総合研究所
や東京ガス㈱など、科学・技術のトッ
プランナーとなるような企業や研
究機関がたくさん立地しています。
宇宙飛行士の山崎直子さんが「千
葉市科学アドバイザー」を務めて
います。

 未来の科学者育成プログラム
科学に高い興味・関心をもつ中学生・高校生の能力を伸ばすた
め、市内の大学等研究機関や企業などが有する高度な科学・技
術の体験など、質の高い学習プログラムを提供し、未来の科学者
を目指す意欲をもつ生徒を育成します。

■＜担当課＞　生涯学習振興課   ☎ 043-245-5957

■＜担当課＞　生涯学習振興課　☎ 043-245-5957

■＜担当課＞　こども企画課　☎ 043-245-5673

■＜担当課＞　経済企画課   ☎ 043-245-5275 / 生涯学習振興課 / 指導課

■＜担当課＞　学校施設課　☎ 043-245-5921

■＜担当課＞　企画課　☎ 043-245-5908 / 学校施設課　☎ 043-245-5918

■＜担当課＞　指導課　☎ 043-245-5935

■＜担当課＞　指導課　☎ 043-245-5936

 校舎・屋内運動場の耐震補強

 学校適正配置の推進

 スクールカウンセラー等の配置

 学力状況調査の実施

地震などの災害時において、児童生徒の安全を確保するとともに、地域住民の
避難所としても使用できるようにするため、学校施設の耐震化を推進します。

児童生徒のよりよい教育環境を整備し、教育の質を充実するため、
学校の統合などにより小・中学校の適正配置を推進します。

いじめや不登校など、児童生徒の悩み相談に対応するため、スクールカウンセラーの配置を拡
充します。
また、多様な問題を抱える児童生徒を支援するため、スクールソーシャルワーカーを配置します。

児童生徒一人ひとりの学力の実態を把握し、わかる授業を一層推進
するため、学力状況調査を実施します。

 放課後子ども教室

 こどもの参画

 科学都市戦略の推進

子どもたちが地域社会の中で心豊かで健やかに育まれる環境づくりを推進す
るため、地域の方々や保護者の協力のもと、放課後子ども教室を実施します。

こどもの社会への参画と自覚を促し、その自立につなげるため、「こども・
若者の力（ちから）ワークショップ」などのモデル事業を行っています。

市民が科学・技術を身近に感じることができる環境を創出するため、
大学・企業・ＮＰＯ等と連携して、科学都市戦略を推進します。

平成 24 年度は、千葉大学、放射線医学総合研
究所、東京ガス㈱等と連携して実施しました。

千葉大学医学部での実習の様子

耐震補強工事後の校舎

放課後子ども教室

こども・若者の力（ちから）フォーラム

科学フェスタ 2012（きぼーる）
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● 高架橋の支柱の耐震補強（京成千葉駅場内）

● トップスポーツチームやトップアスリートの情報発信（市ホームページ等）
● トップアスリートとの交流や、学校訪問などの社会貢献活動の支援

● ちばミュージアムウォーク「仏像〜その時代〜」
　市美術館企画展「仏像半島―房総の美しき仏たち―」（開催期間：4月16日〜6月16日）
◀ 関連イベント▶
● 仏像に見る房総の造形をテーマとしたシンポジウム（美術館）
● 妙見信仰と北斗七星をテーマとしたプラネタリウム（科学館）
● 千葉氏の歴史を中心とした資料展示（郷土博物館）
● インド音楽・太鼓・落語・映画などのイベント
● ３館スタンプラリー

● 再整理資料を活用した博物館展示のリニューアル
● 地域や諸団体との協働による特別史跡指定に向けた機運づくり
● 案内看板の設置や広報の拡充

Menu

Menu

Menu

 ■ココに注目！

 ■ココに注目！

 ■ココに注目！

本市を本拠地として、千葉ロッテマリーンズやジェ
フユナイテッド千葉などのプロスポーツチームをは
じめ、全国トップレベルのスポーツチームやアス
リートが多く活躍しています。みんなで地元ゆかり
のトップチームやアスリートを応援しましょう！

文化施設が連携し、街をあげて文化イベントを開催します。
この機会にぜひ足をお運びください！

国指定特別史跡は、国史跡のうち特に重要と認めら
れたもので、国宝に相当します。本市初の国宝相当
の文化財指定を目指します。

過去に行われた加曽利
貝塚の発掘調査の資料
（昭和 37 年度から 12
回分）を再整理します。

まちづくりの方向性 4
　ひと・モノ・情報がつながる、生活基盤の充実した安全で快適なまちへ

● 橋梁の耐震補強
● 橋梁の補修
● 橋梁の架替え

Menu

 ■ココに注目！

 ■ココに注目！

橋が高齢化し劣化する前に修繕を行い、寿命を延ばすことで、
中長期的な維持管理コストを抑える取組みを進めています。

鉄道駅は、震災時に多くの帰宅困難者への緊急対応や、復旧時の円滑輸送が求め
られるため、駅の耐震性を高めます。

● 下水道管の耐震化
● 浄化センター及びポンプ場施設の耐震化
● マンホールトイレの設置

● 一級河川勝田川の改修（花見川区宇那谷町〜横戸町）
● 二級河川坂月川の改修（若葉区小倉町〜加曽利町）

Menu

Menu

Menu

 ■ココに注目！

 ■ココに注目！

下水道は市民生活にとって大切なライフラインです。大地震に備え、耐震化などを進めています。

治水対策とともに、市民の憩いの場となるよう自然環境をできるだけ残し、
子どもたちが水辺に親しめる理想の川づくりを推進します。

（橋梁の耐震補強の実施例）
橋が落下しないようにチェーンなどで桁と橋台・橋脚を連結しています。

耐震補強後の支柱

マンホールトイレ設置例

坂月川　整備イメージ図

桁

橋脚
 トップスポーツとの連携の推進

 ちばミュージアムウォーク

 加曽利貝塚出土資料の再整理

本市ゆかりのトップスポーツチーム・アスリートの情報発信、市民とトップ
スポーツチーム等とのふれあいの機会の提供など、トップスポーツとの連携
を推進します。

市美術館の企画展「仏像半島―房総の美しき仏たち―」にあわせ、 
美術館・郷土博物館・科学館と周辺地域で、様々なイベントを開催します。

加曽利貝塚の国特別史跡指定に向け、出土資料の再整理を行い、 
総合的な報告書を刊行するとともに、更なる周知を図ります。

■＜担当課＞　スポーツ振興課　☎ 043-245-5966

■＜担当課＞　維持管理課　☎ 043-245-5389 / 中央・美浜土木事務所 / 花見川・稲毛土木事務所 / 若葉土木事務所 / 緑土木事務所 / 道路建設課　☎ 043-245-5258

■＜担当課＞　交通政策課　☎ 043-245-5351

■＜担当課＞　都市河川課　☎ 043-245-5392

■＜担当課＞　下水道再整備課　☎ 043-245-5611/ 下水道建設課　☎ 043-245-5420 / 下水道施設建設課　☎ 043-245-5443

■＜担当課＞　文化振興課　☎ 043-245-5961

■＜担当課＞　生涯学習振興課　文化財保護室　☎ 043-245-5962

トップアスリートとの交流

ⓒ Akihiko Harimoto

美術館
郷土博物館

科学館

上田藍選手　　  　田中康大選手

＜千葉市ゆかりのトップアスリート＞

加曽利貝塚

 橋梁の整備（耐震強化及び長寿命化） 震災時の緊急輸送道路などの交通確保と二次災害防止のため、
耐震補強を行うとともに、橋梁の補修や架替えを行います。

 鉄道駅高架橋の耐震補強

 下水道施設の耐震化

 雨水対策の推進（河川の改修）

鉄道利用者の安全確保を図るとともに、災害発生時の駅の緊急応急活動拠
点としての機能を確保するため、鉄道駅高架橋の耐震補強を促進します。

大地震発生時における下水道の機能を確保するため、下水道施設の耐震化を
図るとともに、避難所となる小学校などにマンホールトイレを設置します。

勝田川や坂月川の流域内の浸水被害を軽減するため、河川の改修を
推進します。

● 実施設計、造成工事（平成 25 年度）Menu

 ■ココに注目！
平成 26 〜 27 年度に建設工事を行い、平成 28 年 4 月のオープンを予定しています。
地域のスポーツ活動の拠点として、また健康・体力づくりの場としてご利用ください。

屋外 25m プール、子供用
プール、体育館（アリーナ
面積 800㎡程度）、トレーニ
ング室などを整備します。

■＜担当課＞　スポーツ振興課　☎ 043-245-5967

 高洲市民プール・体育館の再整備 老朽化した高洲市民プール及び体育館（美浜区高洲４丁目）を建て
替えます。

● 雨水管の整備　● 雨水調整池の改修
● 雨水貯留・浸透施設設置費用の助成
● 防水板設置費用の助成

Menu

 ■ココに注目！
近年、予測の難しいゲリラ豪雨などによる浸水被害が多く発生して
います。被害の軽減を図るため、効率的な施設整備を進めるととも
に、市民の皆様の自助対策などを促進します。

防水板設置例（一般住宅） 防水板設置例（マンション）

■＜担当課＞　下水道計画課　☎ 043-245-5415 / 下水道建設課　☎ 043-245-5420 / 下水道営業課　☎ 043-245-5408

 雨水対策の推進（公共下水道の整備） 局地的な集中豪雨などによる浸水被害を軽減するため、雨水管などの整備を行
います。また、市民の皆様による防水板などの設置費用の一部を助成します。
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● 防災行政無線屋外受信機の増設
● 自主防災組織の結成促進
● 避難所運営委員会の設立促進　
● 防災井戸の機能確保

Menu

 ■ココに注目！

各自治会等に防災ラジオを配布します！

● 海抜情報の表示　約 400 か所

● 防災関係機関の訓練
　（倒壊建物救出訓練、道路障害物除去訓練等）
● 市民主体の訓練
　（避難所開設・運営訓練、初期消火訓練等）
● 展示・体験コーナー（地震体験、炊き出し体験等）

● 地下水位低下工法の実証実験
● 新たな検討地区での調査・検討

● 歩道の段差の解消：201 か所
● 電線共同溝の整備：３路線
● 鉄道駅構内のエレベータの設置
　：２基（京成千原線学園前駅）

Menu

Menu

Menu

Menu

 ■ココに注目！

 ■ココに注目！

 ■ココに注目！

千葉県津波浸水予測で想定される津波高約 3 ｍに 1 ｍプラスした海抜 4 ｍ以下のエリアに海抜情報を表示します。

中央会場としての開催は８年ぶりとなり、例年にない大規模な訓練となります。当日は展示・
体験コーナーも設けますので、ぜひご参加ください！

誰もが安全で安心して移動ができるまちづくりをめざして、バリアフリー化を推進します。
電線共同溝整備のイメージ

自主防災組織の活動自主防災組織の活動

液状化対策イメージ

利用者にやさしい歩道になります。

開催日：平成25年9月1日（日）
主会場：千葉市蘇我スポーツ公園
　　　  （中央区川崎町）

美浜区のうち、被害の大きかった
地区（約 143ha）を対象とします。

千葉市バリアフリー基本
構想に基づき、歩道の段
差解消や電線共同溝の整
備を実施しています。

● 自転車駐車場の整備
● 放置自転車対策
　（駅前などにおける指導等）

● 自転車走行環境整備計画の作成
● 自転車レーンなどの整備

● 自転車安全利用講習会　● 自転車点検整備教室
● 自転車走行シミュレータによる走行体験など

Menu

Menu

Menu

 ■ココに注目！

 ■ココに注目！

 ■ココに注目！

放置自転車は、歩行者や自動車などの通行の妨げとなり、救急活動に支障
が出るなど多くの方の迷惑となるほか、街の美観も損ないます。自転車や
原付バイクをとめる場合は、自転車駐車場のご利用をお願いいたします。

自転車が専用で走行するための自転車レーン
の整備を進めています。自転車の利用促進を
図るとともに、歩道における歩行者の安全を
確保していきます。

安全利用講習会に参加された方は、指定自転車駐車場の定期利用事前受付についての優先権が取得できます。

土気駅第６自転車駐車場

美浜区高洲の自転車レーン

九都県市合同防災訓練の様子

商業地域などにおいて、大型店舗等
を新築・増築する場合、自転車駐車
場の設置義務が課されます。

市民ボランティアの方々にご協
力を頂き、自転車での車道の
走りやすさを地図にした「自転
車走りやすさマップ」を作成し
ました。市役所や区役所で配
布するほかホームページでも
ご覧いただけます。

自主防災組織の結成率（単位：％）

※数値は、各年度末時点（H24 は 12 月末）

66.3 66.2 

66.8 
67.4 

65.5 
66 

66.5 
67 

67.5 

H21 H22 H23 H24

 防災体制の充実
地域防災力の向上を図るため、自主防災組織の結成や避難所運
営委員会の設立を促進するとともに、災害情報を地域に伝達する
ため、防災行政無線の整備・改修をはじめ、多様なメディアを活
用した重層的な情報伝達体制を整備します。

■＜担当課＞　防災対策課　043-245-5113

■＜担当課＞　市民サービス課　☎ 043-245-5264

■＜担当課＞　自転車対策課　☎ 043-245-5607

■＜担当課＞　自転車対策課　☎ 043-245-5607

■＜担当課＞　維持管理課　☎ 043-245-5386/ 中央・美浜土木事務所 / 花見川・稲毛土木事務所 / 若葉土木事務所 / 緑土木事務所 / 交通政策課　☎ 043-245-5351

■＜担当課＞　防災対策課　☎ 043-245-5113

■＜担当課＞　市街地整備課　☎ 043-245-5337

■＜担当課＞　維持管理課　☎ 043-245-5386

 自転車マナーアップフェスタ

 放置自転車対策の推進

 自転車走行環境の整備

 バリアフリー化の推進

 九都県市合同防災訓練（中央会場）

 液状化対策の推進

 海抜情報の提供

自転車利用者に対し、マナーアップイベントを実施することにより、
交通ルールなどの遵守を促し、自転車の安全利用を促進します。

放置自転車問題を解消するため、自転車駐車場の整備や指導などを
行います。

自転車利用の促進を図るため、自転車走行環境の整備を推進します。

高齢者や障害のある人をはじめ、すべての利用者の移動の利便性や安全性の
向上を図るため、主要駅の周辺などにおいて、バリアフリー化を推進します。

首都圏を構成する九都県市が実施する合同防災訓練の中央会場として、九都
県市相互の連携協力体制の充実・強化を図るとともに、住民一人ひとりの防
災知識や減災への備えの向上を目指します。

東日本大震災による地盤の液状化により著しい被害を受けた地域において、
再度災害の発生を抑制するため、公共施設と隣接宅地等との一体的な液状化
対策を推進します。

地震などによる津波被害を軽減するため、道路照明灯などに海抜を
表示します。

● 特別救助隊の増設（花見川消防署）Menu
 ■ココに注目！

特別救助隊は、火災、交通事故、水難事故など、あらゆる災害の最前線で人命を
救う精鋭部隊です。花見川消防署に設置することにより、本市北西方面の救助体
制の強化を図り、市民の安全・安心を守ります。

特別救助隊■＜担当課＞　消防局警防課　☎ 043-202-1658

 特別救助隊の増設 花見川消防署に特別救助隊を新たに設置し、救助体制の充実強化を
図ります。

● 共同指令センター（中央区長洲）の運営Menu
 ■ココに注目！

これまで、消防本部ごとに実施していた消防指令業務を共同で行うことで、業務の
効率化や各消防本部との素早い連携、広域における情報共有が可能となり、隣接市
町村への応援や大規模・広域災害への迅速・的確な対応が図れるようになります。

共同指令センター（イメージ）■＜担当課＞　消防局指令課　☎ 043-202-1673

 ちば消防共同指令センターの運営 平成 25 年 4 月より県内 20 消防本部の 119 番通報の受信や出動指令など、
消防指令業務を共同で運用する「ちば消防共同指令センター」の運営を開始
します。
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● 地域再生計画策定　補助率 1/2（上限 50 万円／管理組合）
● 設計・工事　補助率 1/2（上限 100 万円×従前戸数）

● 鉄筋コンクリート造 3 階建て 111 戸（建替前 104 戸）
● 工事期間：平成 22 年度〜平成 26 年度

● 耐震診断助成　対象：市民が自ら所有し、居住する住宅
　　　　　　　　診断費用の2/3、上限4万円　100戸(木造住宅)
　　　　　　　　診断費用の2/3、上限100万円　1棟（分譲マンション）
● 耐震改修助成　対象：耐震診断の結果、大規模な地震の際に「倒壊する可能性がある」と判定された住宅
　　　　　　　　改修設計・工事費用を補助　100戸（木造住宅）※補助率・補助上限はお問い合わせください。
　　　　　　　　改修設計費用の1/2、上限200万円　1棟（分譲マンション）

●東幕張土地区画整理
● 面積：約 26ha  ● 主な公共施設：都市計画道路２路線、公園 3 か所、JR 幕張駅駅前広場
● 場所：花見川区幕張町四丁目、五丁目、六丁目、武石町一丁目、二丁目の各一部
● 事業期間：平成 8 年度〜 32 年度

●検見川・稲毛地区土地区画整理
● 面積：約 68ha  
● 主な公共施設：都市計画道路 3 路線、公園 7 か所
● 場所：花見川区検見川町五丁目、
　　　　稲毛区稲毛町四丁目、五丁目の各一部
● 事業期間：昭和 60 年度〜平成 32 年度　

●寒川第一土地区画整理　
　● 面積：約 17ha  ● 主な公共施設：都市計画道路 5 路線、公園 2 か所
　● 場所：中央区港町、寒川町一丁目、二丁目の各一部　● 事業期間：平成元年度〜平成 35 年度

● 場所：美浜区幸町 2 丁目
● 敷地面積：約 9,200㎡（敷地Ａ、敷地Ｂの 2 区画）
● 整 備予定施設　（敷地Ａ）広域型特別養護老人ホーム、ショートステイ、デイサー

ビスなど（敷地Ｂ）現「幸町・子育てリラックス館」の移転先となる施設、
サービス付き高齢者向け住宅、在宅療養支援診療所、地域交流スペースなど

Menu

MenuMenu

Menu

 ■ココに注目！ ■ココに注目！

 ■ココに注目！

 ■ココに注目！

宮野木町第 1 団地第二期は、平成 27 年春に入居開始予定です。
当地区は、道路が狭く、建物が密集しているため防災上多くの課題を抱えています。
道路や公園等を整備し、宅地の利用増進を図ることにより、住民の皆様が住みやすいまちづくりを進めています。

平成7年に発生した阪神・淡路大震災では、地震による直接的な原因での死者数はおよそ５千人で、このうち約9割が 
住宅・建築物の倒壊・火災等によるものでした。まずは、耐震診断・耐震改修を行うことが大切です。

幸町団地の中心に位置する「センター地区」に
おいて、子どもから高齢者までが安心・快適に
住み続けられるまちづくりを進めています。

● 平成 25 年度は 400 体分を供給します。（平成 25 年 10 月より）

● 下水道管の改築・更新
● 浄化センター及びポンプ場施設の改築・更新

Menu

Menu

 ■ココに注目！

 ■ココに注目！

これまでのお墓と異なり、将来、お墓を承継する方がいなくても使
用できます。また、生前にお申し込みいただけます。

道路陥没や下水道の機能停止を未然に防ぐため、築 50 年を迎え
る下水道管などを中心に、計画的に改築・更新を進めています。

<補助要件>
敷地面積が原則２ha以上の団
地で、建替えにより、敷地の 
1/4以上を戸建て住宅用地と
して供給することなど。

更新後更新前の下水道管内部

 土地区画整理

 下水道施設の改築・更新

 桜木霊園の再整備（合葬墓の整備）

 幸町団地「センター地区」の再生

 耐震診断・耐震改修助成

 市営住宅の整備

快適な都市環境を形成するため、道路・公園等の都市基盤を整備し
ます。

下水道の機能を適正に維持するため、老朽化した施設の改築・更新
を推進します。

近年、少子・高齢化や核家族化などにより、墓地を承継することが困難となるなど、墓地をめぐる社会状況が変
化しています。『墓地を承継する者がいない』又は『承継を希望しない』といった単身世帯や夫婦世帯などが安
心して利用できる新形態墓地として、桜木霊園内に合葬墓（合葬式墓地）を整備し、供給を開始します。

千葉幸町団地「センター地区」において、独立行政法人都市再生機構と連携し、
高齢者福祉・子育て支援の拠点となる施設を整備し、団地再生を図ります。

地震時の住宅の耐震性向上を図るため、昭和 56 年 5 月 31 日以前の旧耐震基準
により建設された住宅の耐震診断・耐震改修を行う方（分譲マンションは管理組
合）に、その費用の一部を助成します。

老朽化した市営住宅を更新し、良好な住環境を創出するため、宮野
木町第 1 団地第二期の建替を推進します。

■＜担当課＞　東幕張土地区画整理事務所　☎ 043-276-0456/ 検見川稲毛土地区画整理事務所　☎ 043-276-3057/ 寒川土地区画整理事務所　☎ 043-266-0201

■＜担当課＞　下水道再整備課　☎ 043-245-5611 / 下水道施設建設課　☎ 043-245-5443

■＜担当課＞　生活衛生課　☎ 043-245-5213

■＜担当課＞　政策調整課　☎ 043-245-5058/ 高齢施設課　☎ 043-245-5256/ 保育支援課　☎ 043-245-5105

■＜担当課＞　住宅整備課　☎ 043-245-5852

■＜担当課＞　住宅政策課　☎ 043-245-5896

敷地Ａに整備する施設は平成26年4月の開設を、敷地Ｂに
整備する施設は平成27年4月の開設を予定しています。

整備イメージ図

整備イメージ図

 ■ココに注目！

 ■ココに注目！

ＪＲ幕張駅北口駅前広場や駅前線が完成すると、地区内の利
便性とともに、幕張新都心などとのアクセスが向上します。

旧検見川無線送信所跡地を含む周辺を一体的に整備し、宅地の有効利用を図り、安全・安心で快適なまちづくりを進めます。

土地区画整理事業のイメージ図

東幕張土地区画整理事業

● 都市計画マスタープラン素案の作成
● 地区計画策定の推進

● バスロケーションシステムの導入（京成バス千葉営業所）

Menu

Menu

Menu

 ■ココに注目！

 ■ココに注目！

 ■ココに注目！

老朽化した団地の建替えを通じ、定住促進や地域コミュニティの再生を目指します。

集約型都市構造への転換など中長期的な都市づくりの方向性や基本方針を明らかにし、計画的な土地利用の推進を図ります。

バスの到着時間や接近情報、最新の運行情報などが、停留所のほか、パソコン・
携帯電話からも確認できます。

バス停の表示器

■＜担当課＞　住宅政策課　☎ 043-245-5849

■＜担当課＞　都市計画課　☎ 043-245-5306 / まちづくり推進課　☎ 043-245-5312

■＜担当課＞　交通政策課　☎ 043-245-5351

 地域再生支援

 計画的な土地利用の推進

 バスロケーションシステムの導入

団地の再生（建替え）を行うための計画の策定、設計、工事に対して、
管理組合等に助成します。

社会情勢の変化を踏まえ、都市計画の指針となる新たな都市計画マスタープラン
の素案を作成します。
また、良好な居住環境の保全等を図るため、地区計画の策定を推進します。

公共交通の利便性を高めるため、バスの位置情報を提供するバスロ
ケーションシステムの導入を促進します。

地下立体整備（市役所前交差点）イメージ図

● 区間：美浜区真砂2丁目〜中央区問屋町（約5.6ｋｍ）
● 交差点改良４か所（千葉西警察入口､稲毛浅間神社前､運輸支局入口　
登戸４丁目）：右左折車線設置、直進車線増設
● 立体部：本線４車線、連結側道２車線、両側歩道

Menu

 ■ココに注目！

交差点が改良されることで、スムーズな通行が可能になります。
また、朝夕を中心に発生している渋滞の緩和が見込まれます。

平成26年度の完成を
目指しています。

 国道357号湾岸千葉地区改良 千葉西警察入口～登戸４丁目までの間で、交差点を改良します。
また、市役所付近では、道路を地下立体化します。

■＜担当課＞　道路計画課　☎ 043-245-5290

地区計画の決定地区数
（平成25年3月31日時点）47地区

合葬墓整備イメージ図
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● 区間：花見川区武石町 1 丁目〜長作町（860 ｍ）
● 拡幅整備：４車線、両側歩道

● 区間：中央区塩田町〜生実町（780m）
　         本線部４車線、副道部２車線、両側歩道整備

● 10 月からコミュニティセンターと公民館の利用申込みがインターネットでもできるようになります。

Menu

Menu

Menu

 ■ココに注目！

 ■ココに注目！

 ■ココに注目！

京葉道路武石インターチェンジから八千代方面の慢性的な交通渋滞の緩和
と交通の安全性の向上を図ります。

国道357号と東南部方面を直結する幹線道路を整備します。また、災害発生時の緊急輸送道路としての機能も期待されます。

今後、スポーツ施設や文化施設なども、順次導入する予定です。

● 25 年度　詳細調査・分析、改革案策定　　● 26 年度　詳細フロー検討・詳細設計
● 27 年度　システム開発　　　　　　　　　● 28 年度　最適な業務プロセスへ移行

● 戸籍、戸籍の附票の写しなどの電子データ化作業
● 戸籍情報システムの構築
● 戸籍情報システムの稼働（平成 26 年 1 月予定）

● 公共データの有効活用に関するアイデア募集（優秀作品表彰）
● 優秀作品のアイデアを実現するアプリの開発・公開　　● シンポジウムの開催

Menu

Menu

Menu

 ■ココに注目！

 ■ココに注目！

 ■ココに注目！

区役所の窓口待ち時間の短縮や、手続のワンストップ化など、市民サービスの向上を目指します。

市役所には世の中の動きが分かるデータが日々蓄積されています。公共データは、市民等の共通の財産との
考えのもと、行政情報の積極的な公開に向けた取組みを推進します！

戸籍届出から証明書交付までの事務処理に要する期間が短縮（２週間→２日）でき、手続きの迅速化が図れます。
また、戸籍の証明書は内容がわかりやすく、読みやすくなります。

 業務プロセス改革の推進

 オープンデータの推進

 戸籍事務の電子化

 千葉鎌ケ谷松戸線の整備

 塩田町誉田町線の整備

 公共施設予約システムの導入

手続きのワンストップ化を実現する窓口業務改革に向けた調査・検討を進
めるとともに、内部事務の効率化のため、庶務事務改革などを進めます。

公共情報の分析・活用による新たな公共・民間サービスの創出に向け、市
が保有する公共データの公開や利活用を進めます。

出生、婚姻など戸籍届出による戸籍編製事務や戸籍謄抄本等の証明書交付時
間の短縮化など、市民サービスの向上と事務の効率化・合理化を図るため、
戸籍事務を電子化します。

幕張新都心から八千代市、船橋市、鎌ケ谷市、松戸市を結ぶ主要地方道千葉
鎌ケ谷松戸線の京葉道路武石インターチェンジから八千代市方面への千葉
市管理区間で、道路の拡幅整備を推進します。

蘇我副都心と千葉東南部とのアクセス強化とともに、千葉都心部への通過交通
の流入抑制による交通渋滞の緩和を図るため、地域高規格道路を整備します。

市民の利便性を向上するため、インターネットを利用して、いつでも、
どこからでも、本市の公共施設を予約できるシステムを導入します。

■＜担当課＞　業務改革推進課　☎ 043-245-5797/ 情報システム課　☎ 043-245-5702

■＜担当課＞　業務改革推進課　☎ 043-245-5706

■＜担当課＞　市民サービス課　☎ 043-245-5134

■＜担当課＞　街路建設課　☎ 043-245-5343

■＜担当課＞　街路建設課　☎ 043-245-5343

■＜担当課＞　業務改革推進課　☎ 043-245-5706

将来にわたり、市民
サービスの維持・向
上を図るために、行
政運営の効率化を
推進します。

まちづくりの方向性 5
　ひとが集い働く、魅力と活力にあふれるまちへ

● 所有型企業立地促進事業補助金　固定資産税、都市計画税相当額（3〜5年間　上限25億円）市民雇用奨励（初年度　上限6,000万円）
● 賃借型企業立地促進事業補助金
　　オフィス賃借料の 1/3 〜 2/3（初年度　上限 500 万円）法人市民税法人税割額相当額の 1/2（3 年間）
　　本社立地の場合、法人市民税法人税割額相当額の全額（3 年間・平成 26 年度までに立地した企業）
● 市民雇用奨励（初年度　上限 1,500 万円）
● 企業立地促進融資制度（新設）　融資枠　最大20億円・期間20年 、利用者が金融機関に支払った利息の一部を補助（利子補給率年1.1％（当初5年間））

Menu

 ■ココに注目！

全国トップクラスの充実した制度と情熱で、企業の皆様を全力で応援していきます。

● 市内企業の国際化に関する意識調査　● 海外事業展開セミナー　● マッチング商談会
● 姉妹・友好都市からの企業訪問団の受入れ　● 市内企業に対する姉妹・友好都市への海外展開支援

● 起業塾の実施（西千葉子ども起業塾、他１か所）
● 他機関の実施するキッズ・アントレプレナーシップ教育事業の市内への誘致

● イチゴの害虫に対する天敵導入への助成

● サイクリングコースマップの作成・配布　　● インターネットなどを活用したＰＲ活動

● 「里山地区」で活動する企業やボランティア団体への支援

Menu

Menu

Menu

Menu

Menu
 ■ココに注目！

市内企業が海外に販路を拡大したり、海外の企業が千葉市に進出することによって、本市の経済が活性化します。

子どもたちにチャレンジ精神や創造力の大切さなどを学んでもらう
ため、新たなキッズ・アントレプレナーシップ（起業家精神）教育講座
を企画しますのでどうぞご期待ください。

千葉市生まれの赤いアイドル。もっと育てて、届けようハッピースマイル

サイクリングで楽しい市内観光。海や緑を感じられて気分爽快、健康にも役立ちます。

里山地区を保全することにより、緑豊かな農村部と都市部との交流を促進させます。

平成 24 年度（１月末時点）の補助金の
事業計画認定件数は 12 件（うち本社立
地６件）と、過去最高を記録しています！

平成24年1月に「西千葉子ども
起業塾」が経済産業省の第２
回キャリア教育アワード審査
委員特別賞を受賞しました。

天敵導入には、市場出荷や観光農園、直売をしている
市内のほぼすべてのイチゴ生産者が取り組みます。

本市は気候が温暖で、自然
環境に恵まれており、地勢が
平坦ですので、サイクリング
に適しています。

 市内企業の国際化支援

 サイクルツーリズムの推進

 キッズ・アントレプレナーシップ教育

 減農薬の推進

 里山の保全

市内企業の国際化と外国企業の本市立地を促進するため、セミナーの実施や海外
の機関との連携を行うとともに、姉妹・友好都市のヒューストン市、天津市、蘇
州市呉江区との間で、企業の相互進出を支援するなどの経済交流を推進します。

市内観光スポットを快適で安全な走行空間で結ぶおすすめのサイクリング
コースを紹介します。

次代を担う子ども達の起業家精神を育てるため、ものづくりの楽しさや、経済・
金融の仕組みを学ぶ機会を、大学や企業などと連携し創出します。

安定した農業経営体の育成を図るため、土づくりを基本とし、化学肥料や農薬
を削減する「環境にやさしい農業」を推進します。農薬散布の労力削減などの
効果が確認できた天敵の導入をすすめ、イチゴ栽培の減農薬の推進を図ります。

里山の有する多面的機能の維持増進を図るため、「里山地区」を指定します。また、
里山地区における、企業やボランティア団体の維持管理活動などを支援します。

 企業立地の促進
市内産業の集積や雇用の創出など、地域経済を活性化するた
め、企業の立地や追加投資に助成するととともに、立地企業の設
備投資への融資制度を創設します。

■＜担当課＞　産業支援課　☎ 043-245-5276

■＜担当課＞　産業支援課　☎ 043-245-5292

■＜担当課＞　経済企画課　☎ 043-245-5275

■＜担当課＞　農政センター農業生産振興課　☎ 043-228-6279

■＜担当課＞　集客観光課　☎ 043-245-5897

■＜担当課＞　農政センター農業経営支援課　☎ 043-228-6275

西千葉子ども起業塾

ヒューストン市企業関係者への対日投資セミナー

市民ボランティアによる保全活動

 ■ココに注目！

 ■ココに注目！

 ■ココに注目！

 ■ココに注目！

武石 IC から望む
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地域課題の解決や地域の活性化など、区民の皆様が主体的に取り組む活動に対して、
活動資金を支援します。
Topics ▶平成 24 年度は、高齢者の見守り、外国人の異文化理解・多文化共生支援、安全・安心なまちづくりなど 13 の活動
に対して支援しました。平成 25 年度は「魅力ある美浜区づくり」活動支援事業を拡充し、新しい支援制度に生まれ変わります。

区特有の課題や区民ニーズに対応し、特色あるまちづく
りを推進するため、区の自主性や独自性を活かした事業
を実施します。

　
　
中
　
央
　
区

　  

花
　
見
　
川
　
区

　
　
稲
　
毛
　
区

区 の 自 主 事 業
　

■＜担当課＞　中央区役所　地域振興課　地域づくり支援室　☎ 043-221-2105

■＜担当課＞　中央区役所　地域振興課　くらし安心室　☎ 043-221-2169

■＜担当課＞　稲毛区役所　地域振興課　地域づくり支援室　☎ 043-284-6105

■＜担当課＞　稲毛区役所　地域振興課　くらし安心室　☎ 043-284-6107
作成の様子

植栽活動

 地域活性化支援 地域の活性化のため、自主的な取組みを行う団体や特定の地域課題に係る活動を
行う団体への支援、地域づくり活動の拠点整備などへの支援を行います。

 くらし安心・自主防災マップ作成 地震や浸水など、災害のタイプに応じた自主防災マップの作成を通じて、自主防
災組織の意識向上と地域コミュニティの形成を図ります。

 地域活性化支援 市民主体のまちづくりを推進するため、市民活動団体などが自主的に地域課題の
解決や地域の活性化に取り組む活動に助成します。

 セーフティマップの作成 地域の防災力や防犯意識の向上を図るため、町内自治会などとの協働により、防
災・防犯に関するマップを作成します。

 ■ココに注目！

カルタづくり

避難訓練

地域課題の解決や地域のつながりの強化に向けて、市民の皆様の取組みをサポートします
Topics ▶平成 24 年度は、独居高齢者に対する日常生活支援活動、防犯パトロール隊による活動、
地域のおすすめ情報を盛りこんだカルタづくりなど、様々な活動を行う団体に支援を行いました。

● 地域づくり活動支援　● 区テーマ解決支援　● 地域拠点支援Menu

災害はいつどんな時に発生するのか予測ができません。大災害の発生時に、どこに避
難すればよいのかなど、近隣の医療施設や他の避難場所の場所もわかる「くらし安心・
自主防災マップ」を作成していますので、ぜひ一度ご覧ください。
Topics ▶中央区では、214 の自主防災組織が防災訓練など様々な活動を行っています。

● くらし安心・自主防災マップの作成Menu

 ■ココに注目！

■＜担当課＞　花見川区役所　地域振興課　地域づくり支援室　☎ 043-275-6203
にぎわう朝市

 朝市＆花カフェ 毎月第２日曜日に区役所前広場で朝市及びオープンカフェを開催し、区民の皆様
が主体的に交流する憩いの場を創出します。

 ■ココに注目！ 市内で採れた新鮮な野菜や焼きたてパンなどの販売のほか、コーヒーなどを飲みな
がらおしゃべりをお楽しみください。

● 朝市＆花カフェの開催Menu

平成 25 年度は、制度の一部を見直し、対象事業を拡充します。

● 地域づくり活動支援（地域づくり活動全般に対する支援）
● 区テーマ解決支援（稲毛区の特徴である「文教のまち」を活かした活動への支援）
● 地域拠点支援（地域づくり活動の拠点を整備・確保するための支援）

● 講習会の開催（町内自治会対象）
● セーフティマップの作成及び配布

Menu
 ■ココに注目！

 ■ココに注目！

地域の防災情報などを皆様と共有することで、防災力や防犯意識の向上を図りましょう。

Menu

　
　
　
若
　
葉
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緑
　
　
区

　 

美
　
浜
　
区

■＜担当課＞　若葉区役所　地域振興課　地域づくり支援室　☎ 043-233-8122

■＜担当課＞　若葉区役所　地域振興課　地域づくり支援室　☎ 043-233-8122

■＜担当課＞　緑区役所　地域振興課　地域づくり支援室　☎ 043-292-8105

■＜担当課＞　緑区役所　地域振興課　くらし安心室　☎ 043-292-8117

地域の支えあい活動

加曽利貝塚（復元住居）富田都市農業交流センター
（シバザクラ）

子育てサークル

こどもの広場

救命講習

 まちづくりに対する意識向上 将来の地域（町丁別）の人口構成等を示す「まちづくり支援システム」を活用し、 
区民一人ひとりのまちづくりへの参加意識を高める啓発と支援を行います。

 地域活性化支援 緑区が目指すまちづくりを推進するため、地域活性化や地域課題の解決に向けた
自主的な活動を行う団体に対し、助成します。

 こども防災体験 こどもと保護者を対象に防災体験を実施し、いざというときに備えた災害に強い
まちづくりを目指します。

 若葉区の魅力伝承 区民一人ひとりが若葉区の豊かな自然環境や歴史・文化など貴重な地域資源の魅力を再認識し、
区民自らが情報を発信する体制を構築することで、区の魅力伝承を促進します。また、加曽利
貝塚博物館などと連携し、加曽利貝塚の国の特別史跡指定に向けた啓発活動を実施します。

「住んでみたいまち 若葉区」を目指します！
Topics ▶区民主体のまちづくりをサポートするため、地域の身近な情報を発信するウェブサイト「若葉区から
情報発信」を運営していますので、ぜひご覧ください。

● 高齢者の支えあい説明会の実施
● 支えあい活動などの立ち上げ支援
● 若葉区若年世代・定住化促進計画策定のための調査

Menu

 ■ココに注目！

「愛着と誇りを持てるまちづくり」を目指します！

● 魅力提供サポーターの任命
● 若葉区の魅力情報サイト
　（魅力提供サポーター及び中学生が作るページ）の運営
● 魅力再発見ウォーキング　　● 「加曽利貝塚」周知啓発

Menu

 ■ココに注目！

新たに地域活性化活動への支援制度がスタートします。
Topics ▶平成 24 年度は、庭木の手入れや買い物・病院への送迎など地域住民による支えあ
い活動、子育て支援活動、地域の防災マップの作成など様々な活動を行う団体に支援しました。

● 地域づくり活動支援（地域づくり活動全般に対する支援）
● 区テーマ解決支援（区の独自テーマに沿った活動を実施している団体に対する支援）
● 地域拠点支援（地域づくり活動の拠点を整備・確保するための支援）

Menu

 ■ココに注目！

 ■ココに注目！

避難所の生活を疑似体験することにより、こどもの頃から防災意識の形成が図られます。
Topics ▶平成 24 年度は、2 回開催し、33 組 103 名の方にご参加いただきました。
　　　　  平成 25 年度は参加者の要望を踏まえ、４回開催する予定です。

● 救命講習　● 防災グッズ作成等　● 起震車や煙体験　● 備蓄食糧を使った食事Menu

■＜担当課＞　美浜区役所　地域振興課　地域づくり支援室　☎ 043-270-3122

 安心カードの配布 区内の 65 歳以上の一人暮らし高齢者（約 5,000 人）に対し、かかりつけ医など
の医療情報や緊急連絡先を記載する安心カードを配布します。

 ■ココに注目！ 高齢者の皆様への実態調査（５月予定）時に、民生委員が医療情報などを聞き取り、安心カードに
記載の上、配布します。万一の救急時に備え、ご自宅の冷蔵庫などに貼り付けておいてください。

● 安心カードの配布Menu

■＜担当課＞　美浜区役所　地域振興課　地域づくり支援室　☎ 043-270-3122

 地域活性化支援 「魅力ある美浜区づくり」のため、区内で自主的に活動する団体から、地域課題の解決や地域の活性化などを
目的とした活動の提案を募り、公開プレゼンテーション審査等を行って支援対象団体を決定します。

 ■ココに注目！

● 地域づくり活動支援（地域づくり活動全般に対する支援）
● 区テーマ解決支援（区の独自テーマに沿った活動に対する支援）
● 地域拠点支援（地域づくり活動の拠点を整備・確保するための支援）

Menu

■＜担当課＞　花見川区役所　地域振興課　地域づくり支援室　☎ 043-275-6203
子どもたちとのまちづくり

 地域活性化支援 地域活性化の視点に基づく自主的な取組みを行う団体の活動を支援するほか、次
代の地域づくりの担い手の育成など、地域課題に対応する活動を支援します。

地域の活性化や課題解決に向けた市民の皆様の自主的な取組みを支援します。

● 地域づくり活動支援（地域づくり活動全般に対する支援）
● 区テーマ解決支援（地域課題に対応する活動に対する支援）
● 地域拠点支援（地域づくり活動の拠点を整備・確保するための支援）

Menu

 ■ココに注目！

QR コード

▶まちづくり支援システム

▶若葉区投稿サイト

▶若葉区の魅力

「若葉区から情報発信」のページ

検 索若葉区から情報発信
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千葉都市モノレールは、全体営業
距離15.2km世界一長い懸垂型モ
ノレールとしてギネスブックに登
録されています。
平成24年7月にデビューした新型
車両「アーバンフライヤー」はグッド
デザイン賞2012を受賞。

県北部に広がる北総台地の豊
かな自然をそのまま利用した
約43haの風致公園です。

歴史的建築物を内部に収めた
「さや堂方式」で建てられて
います。幅広い内容の企画展
や、所蔵作品展で高い評価を
得ています。

　　千葉都心（▶P.3）
　　蘇我副都心（▶P.3）
　　幕張新都心（▶P.1、P.2）
　　人工海浜（いなげ、検見川、幕張の浜）
　　　　　　　　　　　　　　　（▶P.４）

 

1

2

3

4

5

直立するレッサーパンダ
「風太」くんで有名とな
った千葉市動物公園。
現在は風太の双子の孫も
すくすく育っています。

市の花「オオガハス」は
古代のロマンを秘めた世
界最古のハスです。
平成24年度から、千葉公
園にて系統保存を実施し
ています。

千葉ロッテマリーンズのホー
ムグラウンドです。最新の設
備を誇る、メジャーリーグ級
のスタジアム。

大正２年建築の木造平屋入母屋造で、かつ
ての稲毛が別荘地であったことがうかがえ
ます。昭和12年に愛新覚羅溥傑夫妻が新
婚時代の半年ほど生活したことでも知られ
ています。

ジェフユナイテッド千葉のホ
ームスタジアムです。蘇我ス
ポーツ公園の中核施設で、平
成19年10月にグッドデザイ
ン賞を受賞しました。

－市内各地でプロジェクト進行中－

八王子

相模原
川崎

横浜

館山

木更津 30㎞

40㎞

成田

千葉

銚子

さいたま

東京

N

千葉⇔東京都心
　JR総武線快速で約40分
千葉⇔成田空港
　車で蘇我ICから約30分、
　千葉北ICから約20分
千葉⇔羽田空港
　車で蘇我ICから約40分、
　湾岸習志野ICから約30分

　　加曽利貝塚（▶P.11）
　　国道357号改良区間（▶P.16）
　　千葉鎌ケ谷松戸線区間（▶P.17）
　

■ フクダ電子アリーナ

■ 千葉公園（中央区弁天）

■ 千葉市美術館（中央区中央）

■ 千葉都市モノレール

■ 千葉市動物公園（若葉区源町）

古民家や農村風景を
再現した施設で、各
種農業体験教室を通
して、農業への理解
を深めることができます。

■ ふるさと農園
   （花見川区三角町）

■ QVCマリンフィールド

6

7

■ 千葉市ゆかりの家・いなげ（稲毛区稲毛）

■ 泉自然公園（若葉区野呂町）
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１０年後、２０年後の未来を見据えて、
千葉市は様々な取組みやプロジェクトを行っています。
住みやすく、魅力と活力にあふれた千葉市へ。

未来へつなぐ、まちづくりを進めます。
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千葉市新基本計画［概要版］

これからのまちづくり

Q&A

千 葉 市

平成25年度  千葉市の主要プロジェクト

千葉市

未来へ
～つなぐ～

千葉市新基本計画

千葉市の主要プロジェクト

１０年後、２０年後の千葉市の
まちづくりについては、
千葉市新基本計画（概要版）をご覧ください。

千葉市プロジェクト紹介

千葉市のプロジェクトの最新情報はこちら！

随時更新中！

「千葉市の主要プロジェクト」は
バックナンバーも含め
市ホームページで公開中！

政令指定都市 20 周年を記念して都市イメージのＰＲ及びホームタウンの推進
を図るため、千葉ロッテマリーンズのキャラクターのマーくんと野球ボールを
モチーフにした原動機付自転車用のオリジナルナンバープレートを交付します。

50cc 以下　イメージ

オリジナルナンバープレートを交付します！（平成25年 8月 1日から）
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